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第一章 緒 言

結 核 ノ「ア レル ギー」ガ免 疫 性 ト如 何 ナ ル關 係 ニ

ア リヤ否 ヤ ノ問題 ノ・Koch氏 現 象 ノ免 疫 學 的 意

義 ガ7flR6mer,「24Hamburger等 二依 ツ テ明 カ

ー セ ラ レテ ヨ リ以 來 、 即 チKoch氏 現 象 ノ・迅 速

二登 生 スル 「ア レル ギー」性 炎 症 ニ シテ
、 之 ニ ヨ

リテ侵 入結 核 菌 ノ・滅 殺 或 ハ 排 出 セ ラ レ、 禮 内

撒布 テ 阻 止 セ ラル トノ見解 テ 示 サ レテ ヨ リ以

來 、 「ア レル ギー」二免 疫 ノ本 態 存 シ、 雨 者 ノ、不

即不 離 ノ關 係 二有 リ ト倣 スモ ノ甚 ダ多 シ。 就 中

侵1Krauseノ 、詳 細 ナ ル 實 験 ヨ リ シテ 『結 核 結 節

ノ存在 ナ クバ特 異 的 結 核 免 疫 ノ存在 ナ ク、 又 結

核 結 節 ノ存 在 ナ クバ 「ア レル ギー 」ナ シ』 ト張 調

シ、 爾 此 ノ際 生 ズ ル免 疫 ノ程 度 或 ノ・「ア レル ギ

一」 ノ強 弱 ハ 用 ヒタル結 核 菌 ノVirulenz二 影

響 セ ラ1/、 即 登 生 シタル結 節 ノ数 量拉 二活 動 性

二依 ツ テ攣 化 ス可 キ モ ノナル ラ提 唱 セ リ。

然 ル ニー一方(77)Selter,(10)Boquet,α2)Calmette,

鴎■ange(Br .)等 ラ初 メ トシテ、「ア レル ギー」ト

免 疫 トハ必 ズ シモ相 李 行 スル モ ノナ ラズ ト唱 フ

ル學 者 モ亦 紗 カ ラズ。 就 中Selterノ ・屡 ≧免疫

動 物 二於 テ「ツベ ル ク リ ン」反 慮(以 下 「ツ」反 慮

ト略 ス)著 明 ナ ラズ或 ハ陰 性 ニ シテ而 モ強 度 ノ

免 疫 力 ラ有 スル モ ノアル テ認 メ、死 菌 免疫 ニ ヨ

ル 「ツ」「ア レル ギ ー」ガ冤 疫 性 トノ、無 關係 ナ ル場

合 多 キ黙 等 ヨ リ シテ、 「ツ」反 磨 ノ、軍 二随 件 現 象

二 止 マ リ、 之 テ免 疫 性 ト混 同 スル コ トノ避 ク可
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キ所 以 ラ述 ブ ル ニ至 リ、更 二最近 二於 テ ハKoch

氏 現 象 ノ抗 菌 的 意義 テ否 定 シ、 斯 ハ軍 二組 織 攣

調 二過 ギ ズ ト迄 唱 フル ニ至 レ リ.㈹Klopstock,

(59)Pagel ,(69)Rich等 亦 之 二質 シ、Koch氏 現 象

二於 ケ ル 「ア レル ギー」性 炎症 二何 等 ノ殺 菌 的拉

二結 核 菌 ノ膣 内播 布 阻 止作 用 テ認 メ ズ。

(80)戸田教 授 ハ嚢 二結 核 菌 類 脂 罷 就 中燐 脂 質 二依

ツテ 「ア レル ギー 」テ件 ハ ザ ル結 核 免 疫 ノ成 立 テ

實 詮 セ ラ レ、 又 ㈹川 村 氏 ハ 本物 質 ノ免 疫 二依 リ

テKoch氏 現 象 テ呈 セズ シテ結 核 菌 ノ禮 内撒布

遅 延 現 象 ノ登 現 アル テ確 認 シ、 即 チ共 二結 核 冤

疫 機 轄 ガ 「ア レル ギー」ト關 係 ナ ク獲 生 シ得 ル可

能 性 ラ提示 セ リ。 而 シ テ此 ノ際 燐 脂 質 ハ抗 元 ト

シテ優 秀 ナ ル 性 質 テ 具 有 スル モ ノ トセ ラ レタ

リ。 然 レ ドモ炎 症 ソ レ自盟 ガ既 二異 物 二封 ス ル

防 禦 機 轄 ノ登 現 ナ リ ト認 メ ラル ・今 日 二於 テ、

更 二IZ(68)R6ssleノ 「アvル ギー」性 炎症 ノ抗 元 個

定作 用 二關 スル 組 織 學 的 研 究 テモ併 セ考 フル 時

以 上 ノ如 キ研 究 ノ ミラ以 テ結 核 ノ「ア レル ギー 」

炎 症 自膿 二全 然 抗 菌 的 作 用 ナ シ ト断 ズル ハ聯 力

早 計 ノ誹 アル ラ免 レズ。 加 之 戸 田教 授 モ既 二述

ベ ラ レ タル如 ク菌 盟 蛋 白 二依 ル免 疫 二於 テノ・発

疫 機 轄 ト「ア レル ギー 」トノ・不 可 分 ノ關 係 邑 ア リ

トセ ラル ・現 歌 ニ ア リ。

要 之 、斯 ノ如 キ問 題 ノ氷 解 テ得 ンガ爲 ニハ 術 幾

多 ノ實謹 テ要 ス可 キ ヤ素 ヨ リ當 然 ニ シテ、 凡 ユ

ル 角 度 ヨ リ之 ラ検 討 セザ ル 可 ラズ。 余 ガ本 實験

テ企 圖 セ シ所 以 モ亦 之 ガ解 決 二到 達 ス可 キー ノ

道 程 テ辿 ラ ン トセ シモ ノニ外 ナ ラズ シテ、 即 チ

余 ハ病 理 組 織 學 的観 黒占二立 チ、『結 核 結 節 ナ クバ

免 疫 ナ ク、 「ア レル ギi・一一'」ナ シ』テ フKrauseソ

ノ他 ノ論 詮 二封 シ、果 シテ之 ガ眞 ナ リ トセバ上

記 ノ如 キ死 菌或 ノ・燐 脂 質 二依 ル免 疫 ノ褒 現 ハ如

何 二読 明 セ ラノL可キ ヤ、換 言 セtS'是等 ノ死 菌 、燐

脂 質 二依 リテ モ、 生 菌 ト異 ル塵 ナ キ結 核 病攣 テ

招 來 シ得 ル モ ノナ リ ヤ ヲ明 カ ニ シ更 二進 ンデハ

結 核 菌盟 ノ如 何 ナ ル 「フ ラ クチ オ ン」ガ結 核特 異

性 炎 テ形 成 セ シムル モ ノナ リヤ、又 是 等 ノ各 「フ

ラ ク チ オ ン」 ガ結 核 感 染 動 物 二封 スル態 度 如何

テ モ究 メ ン トセ リ。 即 之 二依 リテ生 菌 免 疫 及 ピ

死 菌 乃 至 菌 膣 成 分 二依 リテ生 ズル 免 疫 性 トノ間

本 態 的 相 違 ア リヤ否 ヤ ラ窺 フ ノー 助 トナ セ リ。

之 ガ爲 余 ハ先 ヅ本 報 告 二於 テ各 動 物 種 屡 間 生菌

及 加 熱 死 結 核 菌 二依 ル反 慮 拉 ニ ソ ノ異 同 ラ検 シ

併 セ テ後 記 各腕 脂 菌 乃 至 「フ ラク チ オ ン」二依 ル

其 ノ基 礎 的 概 念 テ求 メ ン ト欲 ス。

第二章 實験方法

實験 供試菌株 ・・人型結核菌(F株)ニ シテ九州帝大細

菌學 敢室所藏 ノモ ノ トヌ。

検 索方法

各菌 皮下接種後一定 期間(圭1・ シテ5日)ヲ 劃 シテ肉

眼 的観察後 同時 二該局所 ヲ可及的深部 二 亙 リテ別 出

ス。此 ノ際毎常数 ケ所 ヲ同時二別 出 シ(同 一動物或 ・・

異 ナル個饅 ヨ リ)ソ ノ期 二 於 ケル所見 ヲ比較考究 セ

リ。以下各章 二述 ブル組織學 的所 見 ハ ソノー 々ヲ詳述

スル ノ煩 ヲ避 ケ是等 ヲ維 括 シテ各 期 二於 ケル代表的

ト認 メタル モ ノヲ記載 セシモ ノトス。

別 出標 本 ハ之 ヲ10%「 ホル マ リソ」ニ テ固 定 シ、 圭 ト

シ テ 「パ ラ ヒ ソ」包 埋 法 ヲ 経 テ剛 祓 シ 「ヘ マ トキ ジ リ

ソ・エ オ ジ ソ」重 染 色 、 ワ ソ・ギー ソ ソ氏 法 、 「ア ザ ソ・

マ ロ リー」染 色、 チ ー ル ・ネール ゼ ソ氏 結 核 菌 染 色法

ヲ施 シ、 同時 二叉 氷結 切 片 ヲ 製 シテ 「ズ ダ ソ」m染 色

ヲ行 ヘ リ。

局 所 別 出前 後 ニ ハ嚴 重 ナ ル 無 腐 法 ヲ實 施 ジ、不 幸 ニ ジ

テ創 口感 染 セ ジ場 合 二 ・・、 因 ヨ リソ ノ附 近 一 帯 、假 令

之 二影 響 ナ ク認 メ ラル ・局所 ヲ モ 凡 テ之 ヲ 除外 セ リ。

第三章 人型結核生菌注入實験

人型 菌(F株)・ ぺ 〉ラニヤー二氏培地4週 間培養法

ニ ヨ リ化學天秤 ヲ以 テ正確 二40睡 秤量 ジ、覇噛乳鉢

ニ テ研 磨 、1αq10mgノ 浮 游 液(生 理 的 食 唖 水)ヲ 製

ス。 更 二之 ヲ1時 間、3000廻 轄=遠心 ヲ行 ヒ、 上 清 ト
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ジテ磯 レル 極 メ テ4等 性 ノ部 分 ヲ0.3α α宛 、 海瞑 、家

兎、 「マ ウス」夫 々皮 下 二接 種 ス。

本 實 験 ・・下 記 諸 實 験 ノ封 照 トシテ、一 定 ノ概 念 ヲ得

ソガ爲 二行 ヒタ ル モ ノー シ テ、素 ヨ リ動 物感 染 結 核 ト

錐 モ 、菌 量 、動 物種 、 接 種 臓 器 等 二俵 リ、 極 メ テ多様

ナ ル病 髪 形 ヲ示 ス ノ・明 カナ レ ドモ、之 ヲ逐 一 供 試 ヌル

ノ・ソ ノ煩 二耐 エ ズ、 且余 ノ 目的bI柳 力異 ル 所 ナ ル ヲ

以 テ、 之 ヲ省 略 シ、 後 述 各 病 攣 ノ批剣 二當 リテノ・、現

今 確 立 セ ラ レタル 結 核 病 理 ノ概 念 ヲ以 テ セ リ。

第一節 實験所見

第一項 海瞑所見

第1日 注射部皮下組織 二 ・・中性多核白血球稠密 二

集籏 ジテ類 楕圓形比較 的境界鏡利 ノ集 團 ア リ、淋 巴

球、圓形軍核細胞疎在 ス。周擁 筋層及結 締織 ・・一般 二

稽 く浮 腫状 ヲ呈 シ充血著明。往 々出血竈 ア リ。

第3日 多核 白血球 ノ核崩壊 、 濃縮 セル モ ノ勘 カラ

ズ。周擁組 織内一部 二淡染浸 出物 ヲ認 ム。組織球性細

胞、紡錘形細胞 ノ遊 出著 明、遠隔部 ハ白血球成分 二乏

シ 。

第5日 健、退、白血球集團周擁組織 二・・上皮様細胞

多鍛二出現 シ、紡錘形乃至 星芒状細胞 ト連繋 シテ贋 汎

肉芽竈 ヲ形成 ス。 ソノ間核屑片、淋巴球 赤血 球等疎在

ス。

第10日 肉芽竈 内小圓形細胞 ノ浸 潤著明、繊細膠様

繊維縦横二走行 シテ前 期 ヨ リ多数/小 結節 ヲ見ル。該

結節 ニノ・上皮様細胞稽 ζ少 〃淋 巴球雑然 ト混 ズル モ

ノア リ。各所 二出血竈 ヲ見ル。

第15日 肉芽竈更 二廣汎bナ リ、乾酪結節 ヲ散 見ス。

外層 二紡錘形 細胞殊 二遊 出著 シ。稀 二 巨態 細胞 ヲ見

ル。結核菌 ・・肉芽内細胞 二掘取サル。

第20日 白血球竃 内淡染壌死 竈 ノ出現 ア リ。肉芽竈

内崩屡 白血球雑然 ト混清 シ、且大小 ノ結節亟 々 トシテ

相接 ス。上皮標細胞髄内核屑片 ヲ貧喰 ヌルモ ノ多 ン。

第25日 肉芽外暦 ヲナス紡錘形細胞暦 ニモ結節 ノ出

現 ア リ。 肉芽 内血 管充 盈ス。

第30日 白血球竈 ・・同質壊 死竈 二攣 ジ1轍 屑片散在

ス。肉芽竈内壊死 部 モ 廣汎 二亙 リ毛根暦内 ニモ認 メ

ラル。往 々数個/上 皮様 細胞集合 シテ恰 モ巨態細胞 二

類 スルモ ノア リ。

第40日 肉芽竈内崩壊 白血球成分、淋巴球 ノ混在著

明。外部 ・・稽 く淡 明ナ リ。 乾酪竈 各所 二認 メラル。

第50日 前期 二比 ン肉芽 内酪攣 著 ンク高 度ナ リ。血

管一般 二勘 ク、周邊部 二時 二見 ラル。大小 ノ結節 中心

.酪化 二陥ル モ ノ多 ジ。結核菌 ハ白血球竈、肉芽竈 共二

検 出サ レ桿 状抗酸性 ヲ有 スルモ ノ多 キ モ貧 喰細胞 内

二存 スル モ ノノ・時 二顧粒状 ヲナ ス。

第 二 項 家 兎所 見

第3日 中性多核 白血球 ヲ圭 トナ シ小圓形細胞 ノ混

在 セル稠密濃染竈 ア リテ明確 二境 サ レ、周邊 ノー部 二

・・組織球性細胞、上皮様細胞稽=多 数 二遊 出 シソノ間

白血球成 分 ヲ包藏 セル淡明竈 ア リ。此 ノ外部 皮下組織

概 ンテ浮腫 状 ヲナ シ充血、或 ・・出血 ヲ見 ル。 白血球拉

ニモ散在 ヌ。

第5日 農染 白血球 竈 ノ周邊繊維 問 二更 二白血球浸

潤 ヌ。 後者 一 ・・亦紡 錘形細胞 多 シ。 屡 く小 出血竈 ア

リ。

第8日 白血球竃周擁 二・・多核 白血球、小圓形細胞、

組織球 性細胞或 ・・上皮様細 胞 ノ相混在遊 出セルー層

ア リ(以後之 ヲ混清 層 ト名付 〃)。此 ノ部血 管周園 ニハ

圓形細胞浸潤著明ナ リ。屡 く結節状構 造 ヲ認 メ、上皮

様細胞 ノ他淋 巴球雑 然 ト混 ジ或 ・・寧 口後者 多キモ ノ

ア リ。結節 内繊維鉄除 セル ヵ或 ・・極 メテ繊細 ナル モ ノ

纒絡 ス。血 管毛細 管一般 二

第10日 混清竈 内上皮標細胞 多 ク廣 汎 二亙 リ、且繊

細膠様繊維糊密網状 二 走行 シソノ間紡錘形細胞浸潤

ス。本細胞 ・・外部粗豪繊維 層ニモ亦 多 シ。

第15日 白血球竈 ヲ1畢状 二園 ミ結締織繊維 ノ退行墾

性 セル同質壌死層 ア リテ核1否片内部 二散 在ス。混渚 竈

内結 節 ヲ散 見 シ、之 ハ上皮様細胞 ノミヲ圭成分 トナス

モ ノ少 ク淋巴球含有大 ナ リ。此 ・外部 二・・紡錘形細胞

ノ相連 繋 セルー層 ヲ見 ルモ ノア リ。血管 ・・前者 二少 〃

後者 二比較的多 シ。稀 二輕度 ノ周擁性 圓形細胞浸潤 ヲ

見 ル。

第20日 白血球竈 内淡染 同質壌死 竈 ヲ散 見 ス。 混清

暦内所 々二乾酪竈 ヲ認 ムルコ ト{1三目サル。

第30日 混満 竃内崩壊 白血球 ノ他健態 ノモ ノ少 カラ

ズ。壌死竈 ニ ハ全 ク繊維成分 ヲ鉄 除スルモ原繊維構造

ヲ髪髭 セル モ ノ多 シ。「エオ ジ・」二淡染 ス。2氏 型 巨
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態細胞稽 く多倣混活 暦 二見 ラル。

第50日 白血球竈 ノ・廣汎 ナル壌 死 二隅 リ混渚層 トノ

境界部 ニモ著 明。混清 層 ニハ小圓形細胞極 メテ多 ク上

皮様細胞 ト相 牛スル ヵ寧 ロ之 ヲ凌駕 セル モ ノァ リ。多

核 白血球 亦少 カラズ。外部 ニノ・紡錘 形細胞 ノ遊 出旺盛

一部 幼若繊維 ノ薄層 ヲ認 ム。

第60日 幼若繊維暦輪状 二混清竈 ヲ園 ミ後者 二撒個

ノ巨態 細胞 ヲ認 ム。

第70日 壌死 二昭 レ・ル白血球 竈克 ク包裏 セラ レ混渚

層 ノ・紡錘形細胞 ノ浸 潤旺盛 ニ シテ外周部一般 二淡 明

ナ リ。幼若膠標繊維 不規則 二走行ヌ。往 々定型 的結核

結 節 ヲ散見 ス。血管 ・・少 ク、外部 幼若繊維層 二稽 く多

鍛 ナ リ。

第 三 項 「マ ウ ス」所 見

第3日 長軸 ヲ皮膚面 二亭行 セル 類楕圓形 ノ白血球

集 團 ア リテ主 二中性多核 白血球 ヨリ成 リ淋 巴球 「プラ

ズマ」細胞疎 在ス。 多核 白血球退行攣性 セル モ ノ少 カ

ラズ、一部 ノ・「クロマチ ソ」ヲ鉄 除ス。周邊皮 下組織 ノ・

充血著 ン。

第5日 白血球 團鏡利 二境 セラル モ中心 ヨリ周邊 ニ

カケテ崩壊 セルモ ノ多 ク就 中周 邊 ハ 「ク ロマチ ソ」二

乏 ジ。外 園皮下組織 二・・混橘 肉芽 層 ノ出現 ア リ。紡錘

形 細胞 ハ殊 二外層 二近 ク輪走 二配列 ス。

第10日 白血球竈 内各所 二同質淡染小塊鮎 在 シ周邊

混清 層 ノ外周部 ニハ 白」血球成分 二乏 シク淋 巴球、 「プ

ラ ズマ」細 胞比較 的多倣 ナ リ。筋 肉二迄 肉芽 竈 ノ波及

セルモ ノア リ。

第15日 白血 球團殆 ソ ド無構造 ノ状態 ヲ呈 シ 「クロ

マチソ」物質 二極 メテ乏 シ。 肉芽竈 二・・紡錘形細胞 ノ

遊 出著 シク且 ソノ核 「クロマチ ソ」ヲ増加縮小 シ胞髄

伸 長 セル幼若繊維 モ少 カラズ。外部 ノ・精 く厚 キ膠様繊

維層 ヲ綾 ラヌ。

第20日 白血球竈 ノー部 肉芽暦 ヲ以 テ置換 サル。肉

芽竈 内幼若繊 維粗大網状 ヲナ シ不規則 二匠劃ス。

第25日 白血球 團 自潰 シ之 二接 セル 肉芽 面ニハ結締

織 ノ登 育良好 ナ リ。下部 筋暦 トノ間上皮様 細胞 淋巴球

ノ集篠 竈 ア リテ叉時 二 健態 白血球遊 出大 ナル モ ノァ

リ。二 次的感染 二依ル モ ノナ ラソ。上皮様 細胞 性結核

散見 ス レ・ドモ乾酪化 ヲ見 ズ。定型 的ナル モ ノ或 ・・白血

球淋 巴球 亭等混在 セル モ ノ等 ア リ。稀 二巨態細胞 ヲ見

ノレo

第40日 肉芽竈廣汎 二亙 リ白血球 竈ナ キモ ノ或 バー

部 二無構造竈 ヲ見 ルモ ノア リ。

第50日 上皮様細胞性 肉芽 竈ノ・紡 錘形細胞 ノ浸潤著

シク且比較 的粗豪 ナル膠様繊 維束各所 二走行 ス。淋巴

球不規則 二散在 ジ外部繊維層増厚 ス。

第二節 所見概括

健常海猿皮下一人型結核生菌 テ注射 スルニ、先

駈 シテ之二蝟集 シ來ルハ 中性多核白血球 ニシ

テ、第1日 ニシテ、既二大ナル類圓形集籏竈 テ

形成 セリ。 ソノ周邊皮下組織ノ・一般 二浮腫状 テ

呈 シ、充血、出血、著明ナルモ ノ多 シ。第3日

二至 レバ該多核白血球 ノ・崩壌二陥ルモ ノ多ク、

ソノ周邊 ニハ組織球性細胞、紡錘形細胞、上皮

檬細胞等 ノ遊出旺盛ナ リ。後者 二属 スル細胞成

分ハ爾來盆 ≧浸潤 ノ度 ラ加へ、第5日 一ノ、既二

比較的廣汎ナル肉芽竈 ヲ形成 シ、結節 テモ認メ

ラル。第15日 二至 レバ 肉芽竈 ニハ上皮様細胞

最 モ主位 テ占メ、淋巴球、組織球性細胞梢 ≧多

撒 二混清 シ、各所 二結核結節散在 スル ト共二、
一部ハ ソノ中心乾酪化二至 レリ。稀二亘態細胞

ラ有 ス。之 ヨリ先、注入結核菌二向 ヒ、貧喰繊

滅 ヲ企 ッ可 ク集 籏 シ來 リタル 多 核 白血 球 ハ 自 ラ

崩 壊 、 融 解 二陥 リテ、第20日 二該 集 團 内 同質 性

壊 死 竈 テ形 成 シ、 ソ ノ部 ノ組 織 構 造 全 ク不 明 ト

ナ ル。 第40日 二至 レバ、上 皮 檬 細 胞 、 淋 巴球 ヨ

リナル結 核 性 肉 芽 ノ・著 シ ク廣 汎 二亙 リ、 而 モ ソ

ノ間麺 々 トシテ乾 酪 結 節 ノ相 重 蛙 セル ァ リ、 内

部 白 血球 竈 ニ ハ健 態 テ呈 スル 多核 白血球 砂 キニ

反 シ、 本 肉 芽 部 ニ ハ新 二遊 出 セ ル モ ノ比 較 的 多

数 γ リテ、 上 皮 様 細胞 内 二貧 喰 セ ラ レ タル崩壊

白血 球 ト共 二各 所 二散 見 セ ラル。 本 肉芽 竈 ニノ・

血 管 極 メテ紗 キ モ、往 々既 存 ノモ ノ ラ見 ル コ ト

ア リ。 第50日 二至1ノバ、肉芽 竈 内ノ・乾 酪 化 盆 々

廣 汎 トナ リ、 ソ ノ間 大 、 小 圓 形 ノ結 核 結 節 テ散

見 ス。 斯 ヵ ル 肉芽 竈 ノ外 周 ニノ・紡 錘 形 細 胞 ノ柑

連 繋 セル網 状 テナ セルー 層 ア リ シガ(第10日 〉
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病 疑 ノ進 行 ト共 二更 ニ ソ ノ内 二結 核 結 節 出 現 シ

來 リテ、 途 二 内部 結 核 肉芽 竈 ト相 融 合 シ、 斯 ク

シテ盆 々病 攣 ノ・獲 大 スル ニ至 ル。

結 核 菌 ノ・當 初 中性 多核 白血 球 内 二貧 喰 セ ラ レタ

ル モ ノ多 ク、 從 ツ テ白血 球 竈 二圭 トシテ之 テ認

メ タvド モ第10日 前後 二至 レバ 、周 邊 肉芽 竈 内

組 織 球 性 細 胞 、 ヒ皮 様 細 胞 等 二振 取 セ ラ レタ ル

モ ノ ア リ、以 後 ノ・後 者 益 々壇 加 ス。 第50日 所 見

二於 テノ・白血 球 壌 死竈 二尚散 在 性 二認 メ ラル レ

ドモ、 肉 芽竈 二却 ツ テ多 シ。 健 態 テ呈 スル モ ノ

或 ハ穎 粒 状 抗 酸 性物 質 トナル モ ノ等 有 リ。

余 ガ弦 二組 織 球 性 細胞 ト記載 セ ル ハー 般 二 「ク

ロマ チ ン」 二乏 シ ク疎 明 ナ ル圓 形 乃 至 橘 圓 形 核

テ有 シ胞禮 明 昌豊 富 ナ ル軍 核 細 胞 テ指 スモ ノニ

シテ、 ソ ノ中特 二大 形 ニ シテ、 且 淡 染 セル核 テ

有 スル モ ノ テ上 皮 檬 細 胞 ト記 載 セ リ。 後 者 ノ・原

形 質 全 ク充 實 性 ノモ ノ或 ハ 泡様 、 又 ノ・不 規 則 ナ

ル網 様 テナ シ、 一般 二淡 染 性 ニ シテ、往 々原 形

質 ノ明瞭 ナ ラザ ル モ ノモ存 セ リ。 形 態 ノ・圓 形 、

擶 圓形 或 ノ・不 正 多 角形 テ呈 シ、 隣 接 細 胞 ト屋 ≧

突 起 ラ以 テ連 繋 スル モ ノア リ、 或 ハ雨 者 ノ境 界

鮮 明 テ訣 ケ ル場 合 モ存 ス。 軍 核 細 胞 中紡 錘 形 核

ラ有 シ、胞 禮 亦 之 二件 フモ ノ ヲ幼 若 結 締 織 細 胞

ト見倣 セ リ。 術 中性 多核 白血 球 トシテ記 載 セ シ

モ ノノ・圭 トシテ傷 「エ オ ジ ン」嗜 好 白血 球 テ指 ス

モ ノ トス。 互 態 細 胞 ハ15日 所 見 二於 テ 少数 二

之 テ認 メ タ リ。 ソ ノ他 往 々 上皮 様 細胞 相接 シテ

恰 毛之 二類 スル所 見 ラ呈 ス。

人 型 結核 生 菌 テ健 常 家 兎皮 下 二接 種 スル ニ、 早

期 二之 二蝟集 シ來 ル ハ 中 性 多 核 白血 球 ニ シテ類

圓 形 ノ稠 密 ナル 集 籏 竈 テ形 成 シ(第3日)、 屡 ≧

胞 禮 内 二結 核 菌 テ貧 喰 ス。 第8日 二至 レバ本 竈

ノ周 邊 二上 皮 檬 細 胞 、 組 織球 性 細 胞 、 淋 巴球 等

ノ相 混 在 セ ルー ノ肉 芽 竈 ノ出 現 著 明 トナ リ就 中

淋 巴球 上 皮 様 細 胞 ヨ リナ ル 圓形 結 節 各 所 二認 メ

ラル。 本 混 清 竈 ノ・爾 來 盆 鷲 廣大 スル ト共 二、 白

血球 竈 ノ崩 壊 、 融 解 亦 進行 シ、 而 シテ前 者 ノ・各

所 二結 核 結 節 テ散 生 シ、 往 々乾 酪 化 二陥 レリ。

但 シ海 瞑 ノ場 合 二比 シ、 ソ ノ度 遙 二弱 シ。 多 核

白血 球 ハ第50日 以 後 二於 テ 漸 ク肉芽 竈 ヨ リ清

失 シ始 ム。 之 ヨ リ先 上記 混 渚 肉芽 竈 ノ外 側 ニ ハ

幼 若 結 締 織 細 胞 ノ 遊 出旺 ニ シテ(第10乃 至15

日)、第20日 乃 至30日 ニ ノ・幼 若 膠 様 繊 維 ノー 層

ラ形 成 シテ完 全 二之 テ包 裏 シ、第50日 一 ノ・檜 厚

ス ル ト共 二繊 維 梢 ミ粗 豪 化 シ、 一部 ハ 内部 肉 芽

竈 二侵 入 ス。 第70日 二於 テハ 内部 肉 芽竈 ハ上

皮 様 細 胞 、 長 、 短 紡 錘 形 細 胞 相 吻 合 シテ網 状 構

造 テ呈 スル淡 明 竈 ニ シテ、 ソ ノ間 疎 二多 核 白血

球 ノ散 在 ア リ、 定 型 的 結 核 結 節 亦 散 在 シ、 時 二

中 心 乾酪 化 テ認 ム。 幼 若 膠 様 繊 維 ノ・ソ ノ間 大 、

小 ノ束状 テナ シテ不 規 則 二走行 シ外 周 部 粗 豪 繊

維 層 ノ・梢 ≧曾 厚 セ リ。 ソ ノ間 上皮 様 細 胞 比 較 的

多 撒 二 散 在 ス。 爾 白血 球 竈 ハ70日 前 後 二於 テ

完 全 二融 解 シ、 同質 性 トナ リ、 核 屑 片 モ僅 カ ニ

混 在 去ル ニ過 ギ ズ。

亘 態 細 胞 ハ第30日 以 後 肉芽 竈 二 出現 ス レ ドモ

ソ ノ数 ト時 期 トニ ハ特 ニー 定 ノ關 係 テ認 メズ。

海 瞑 ノ場 合 二比 ス レバ ソ ノ出 現 度 大 ナ リ。

人 型 結 核 生菌 テ健 常 「マ ウ ス」二皮 下 接 種 セ シ所

見 ノ・前 二 者 ト梢 く異 リ、 早 期 反 癒 トシテ遊 出 セ

シ中性 多核 白血球 ハ崩 壌 吸牧 二赴 ク コ ト遙 二早

ク、第15日 ニ ノ・全 ク無構 造 ナ ル液 化壌 死竈 トナ

ル。 ソ ノ周 邊 二贅 生 セ シ結 核 性 肉 芽組 織 ハ ソ ノ

構 成 細 胞 成 分 全 ク前 二 者 ト同様 ナ レ ドモ、唯 「プ

ラ ヘマ」 細 胞 ノ遊 出梢 く著 明 ナル コ ト注 目 セ ラ

ル。 蓋 シ斯 ハ 「マ ウ 勺 ニノ・本 細胞 比 較 的 多 藪 ナ

ル ニ基 ク可 シ。 爾 淋 巴球 浸潤 ノ・大 差 ナ ク、 或 ハ

寧 ロ輕 度 ナ リ。 最 モ重 要 ナ ル差 違 ノ・本 動 物 ノ場

合 乾 酪 化 テ認 メ ザ リシ コ ト ・ス。 亘 態 細 胞 ノ・第

35日 所 見 二於 テ少 数 二認 メ タ リ。上 記 肉芽 組 織

ハ 本 期 以 後 漸 次 膠 様 繊 維 テ以 テ浸 潤 セ ラ レ、 第

50日 ニハ 既 二比較 的 高度 ノ緻 維 化 テ示 ス モ ノ

ア リ。

以 上 ノ事 實 テ更 二要 約 セ バ海 狽 二於 テノ・局所 病

憂 常 二盆 く進 行 性 ニ シテ、 周擁 結 核 性 肉芽 組織

ノ・愈 登 廣大 シテ乾 酪 化 亦 之 二件 ヒ、共 二停 止 ス

ル所 テ知 ラズ 、 反 之 家 兎 二於 テハ 病 愛 限 局 性 ニ

シ テ繊 維 性 二包裏 セ ラ レ、 乾酪 化 ノ・接 種部 ニ ハ
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比 較 的 高 度 ナ レ ドモ、 周 擁 肉 芽 ニノ・ソ ノ登 現 甚

ダ少 ク、 帥 一 般 二鑛 大 傾 向 ヲ有 セ ズ。 「マ ウ ス」

二於 テ ハ乾 酪 化 二陥 ル コ トナ ク病 竈 ハ克 ク包 裏

セ ラ レ テ排 出或 ノ・繊 維 化 二至 リ、 後 者 ノ・殊 二顧

著 二認 メ ラ レタ リ。

第四章 人型結核加熱死菌注入實験

生菌 ノ場 合b同 様 ニシテ作 レル結核菌準等浮游液(1

αα10mg)ヲ 撮氏100度30分 加 熱滅菌 後 ソ ノ0・2aα宛

ヲ海 猿 、 家 兎 、 「マ ウス」各 皮 下 二接 種 セO

第一節 實験所見

第 一頃 海猿 所 見

第5日 皮 下結締織 ニ ハ 中性 多核 白血球及少 撒 ノ淋

巴球 ヨリ成 ル類圓形膿瘍様大集 團 ア リテ鏡利 二境 セ

ラル。崩壊 セル モ ノ少 カラズ。周擁組織 ニノ・紡錘形細

胞 多数遊 出 シ充血 著明往 々出血 竈 二接ス。

第10日 白血球 退行攣性 セル モ ノ多 シ。周 蓬 ニハ上

記混 清層 出現 シ更 二外側 ノ・專 ラ長、短紡 錘形細胞/一

層 ヲ経 テ皮下結 締織 二移行 ス。充血 内竈 二著明。

第15日 白血 球竈小範園 二淡染壌死 竈 ア リ。混 清竈

二♂・上皮様 細胞 ノ出現極 メテ 旺盛 ニ シテ淋 巴球殆 ソ

ドナ シ。数 個 ノ巨態細胞 ア リ。多数散在 セル血 管内皮

細胞 肥厚 シテ上皮様細胞状或 ・・紡錘 形細胞 状 ヲ呈ス

ル モノア リ。外部 ・・白血球成分 二乏 シク更 二外部 紡錘

形細胞 層・・稽 く培厚 ヌ。

第20日 大 差 ナ シ。

第30日 白血 球一般 二減少 シ集團 内部 二肉芽竈細胞

多数混 在ス。肉芽竈大 二壇厚 ジ外 層部 ハ主 トシテ上皮

様細胞 ノ ミ司 リ成ル集籏竈稽 く廣汎 二瓦 レ リ。外部 幼

若 繊維 ノー部 ・・内部 二侵入 ス。結核菌 ・・貧 喰 セラ レ・白

血球 竈縁部 ヨ リ肉芽竈 ニ カケテ散見 ス。

第40日 白血球竈大 イニ縮小或 ・・集團 ヲ作 ラズ。 肉

芽 竈一般 二淡明 ニ ジテ粗豪繊維縦横 二走 ル。

第50日 肉芽 中心部 散在性或 ・・小集籏性 二白血球 ア

リ凡 テ崩屡 ス。繊 維化 強 ク更 二小匠劃 二分 レ紡錘形細

胞 多数 ナ リ。

第 二 項 家 兎 所 見

第5日 海狸 ノ場合b大 差 ナ シ。

第10日 白血球團 内赤血球 ヲ混在 セル モ ノア リ。 直

接皮 下組織歴排 セ ラレ紡錘 形細胞 ノ遊 出前期 ヨ リ多

シ。

第15日 前 期 ト大差 ナ ジ。

第20日 退行攣性 白血球 ヲ圭1・ナヌ濃染集團 ア リ。

周 邊混清層 二上皮標 細胞 ノ出現著 シク各種軍核細胞

ト微細網状 ヲナス。 毛細管 内皮細胞肥厚像 ア リ。

第30日 混・i肴暦稚1培 厚 シ外周 二幼若繊維暦 ヲ緯 ラ

スo

第40日 白血球竈 内淡染壊死部 地固状 二散在 ス。混

清 暦 内淋 巴球少 ク繊 細ナル繊維密 二網状 ヲナス。外暦

・・淡明 ニ ジテ長、短紡 錘形細胞吻合 セル稚 く廣 キ斗受潤

竈 ア リ。

第50日 混清層廣 ク上皮様 細胞 ヲ圭 トジー般 二淡明

ナ レ ドモ紡錘形細胞 亦少 カ ラズ。

第60日 混清層 内白血球 二乏 シク上皮様細胞性 肉芽

竃 ノ観 ア リテ大、小 ノ粗 、繊 雨繊維縦横 二走行 シ屡 く

結 節状 ヲナス。本繊維 ・・外部 繊維層 ト連接 シ後者 ハ廣

汎 ナ リ。

第 三 項 「マ ウ ス」所 見

第3日 白血球竃 中央部 原組織 構造 ヲ見 ズ。崩壌 白血

球 少 カラズ。周 邊組 織血管振盈 ス。

第5日 白血球wa-一一部 無構 造 ナ リ。周邊混清層 内充血

著明。上皮襟細胞 少 シ。

第10日 白血球崩壊進 行ス。 時 二混清暦 内出血竈 ア

リ。

第15日 白血球團 臼潰 シ表面同質無構造 ノ痂皮 ヲ附

著 ス。底部 ヨリ周邊 ニ カケ園饒 セル混清暦 ニノ・上皮様

細胞,組 織 球 性細胞 ノ出現著 ク外側筋層 トノ間薄暦

ヲナ シテ幼若繊維暦 ヲ見ル。

第20日 白血球 竈全 ク淡染無構造 トナ リ直 チニ繊維

性薄層 二園 マ レソノ間核屑片 ヲ疎 在ス。

第30日 前期 二比 シ繊 維層稽 く塘厚 ス。 ソ ノ内側部

二時 二上皮標細胞 ノ集 合結節状 ヲ呈スル モ ノヲ見ルひ

第40日 繊維性 肉芽組織 白血 球竈 二代 レ ドモ、繊 維
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化 ・・充分強度 ナ ラ ズ紡錘形細胞 、上皮様細胞 等中等

度 二存 シー部結節状 ヲナス。毛細 管内皮細胞 ノ肥 厚増

生 セル ア リ結核菌屍 ・・稀 二肉芽 内貧喰細胞 二掘 ラ レ

タル モ ノヲ見 ル。

第二節 所見概括

人型結核加熱死菌テ健常海狸皮下 二注入セル場

合、先ヅ之二向 ヒテ旺盛 二蝟集 シ來ルモノノ・中

性多核白血球ニシテ、少数 ノ小圓形細胞之二混

ジ、注射第5日 二於テ大ナル類圓形集團ラ作 リ

テ稠密二集籏 セリ。 ソノ近傍一帯 ノ結締織ニハ

充血、出血性傾向張 シ。而 シテ此 ノ期 二於 テ既

二白血球團ノ縁部 二認 メタル崩壊融解現象ノ・以

後益々進行 シテ該集團各所 二淡染壌死様竈ラ出

現 シ(第15日 乃至20日)jSi=ハ 全 ク影 テ浸 スル

ニ至ルモ ノナリ(第50日 以後)。

斯 クシテ最初加熱死結核菌二向 ヒテ之ガ貧喰、

浬滅 テ期 シタル中性多核白血球ガ漸次自ラ崩壌

二陥ルニ從 ヒ、 ソノ周邊ニハ組織球性細胞、上

皮様細胞、紡錘形細胞等 ノ遊出アリテー ノ混瀟

肉芽竈 テ形成 シ、是等崩壌白血球及残存 セル菌

禮 ノ食儘、掃盈 二努 ムルニ至ル。斯 カル肉芽竈

ハ第10日 ・・;・・シテ表ハレ始メ、爾來 日子テ重 ヌル

ト共 二籏大 シ、 ソノ中二存スル血管 内皮細胞 ハ

屡 ≧肥厚、檜生テ螢メリ。第30日 二於 テノ・廣汎

ナル肉芽竈 ノ中白血球團二近 キ部二於 テ ノミ白

血球残骸 ラ認メ、外層部 ハ全 ク上皮檬細胞 ノ走

ヨリ成 リ、小圓形細胞極メテ疎二或ノ・殆 ンド之

テ訣如 セル淡明竈二攣ぜルラ見ル。之 ヨリ先、

肉芽竈 ノ外園二出現セシ星芒状乃至紡錘形細胞

ノ・(第15日 前後)、蠣 テ幼若繊維 二分化 シテ、之

テ輪状 二園続 シタルモノナ レドモ、本期(第30

日)二 至 レバ更 二肉芽竈 内部 二向ケテ浸入 シ來

り、第40日 ニハ梢 ㌃太キ繊維束 トナリテ之テ各

所二匠劃スルニ至 レリ。之ガ爲病竈 ニノ・屡 ≧大、

小、不規則形状種々ナル上皮様細胞 ノ結節 テ認

ムルニ至ル。但 シ該結節ハ全 ク上皮檬細胞 ノミ

ヨリ成 リ、小圓形細胞、 ソノ他 ノ細胞成分 テ含

マズ且多数 ノ毛細管テ有 スルコト多 シ。術肉芽

層 内何 レノ場合二於テモ、乾酪竃 テ認 メ得ザ リ

キ。

斯 ノ如キ上皮様細胞性結節ハ更二期 日ノ経過 ス

ルニ件 ヒ盆々結締織繊維 ラ以テ置換 セラル ・モ

ノーシテ(第50日)、 爾來尚一層 ノ小劃 二細分

セラレツ ・i途ニハ全 ク清失 シテ、弦 二機質化ノ

完 了テ見ルモノ・如 シ。

亘態細胞ノ・第15日 所見 二於 テ極僅撒二肉芽竈

内二認メ得 タル ノミニシテ、以後ノ・之二接 セズ。

加熱死菌ノ・最初中性多核白血球間二散在或ノ・之

二貧喰 セラレタルモノ多 ケレドモ、第20日 頃

ヨリ後 ハ肉芽竈内二於 テ、組織球性細胞,上 皮

檬細胞等 二貧喰 セラレタルモノ甚少カラズ。就中

是ハ白血球團縁部 二於テ比較的著明 二認 メラ

ル。第50日 二至 レバ 肉芽竈内貧喰細胞ハ大 イ

ニ減少 シ、或ハ全 ク之ラ検出 シ難 キモ ノモ存 セ

リ。

家兎 二於テモ、 ソノ病攣 ノ推移ノ・本質的二海狽

ノ夫 ト選 ブ塵ナケレドモ、一般 二全経過遅延ス。

例之、白血球團崩壌 シテ周邊 二於 ケル上皮様細

胞乃至組織球性細胞浸潤層 ノ廣汎明確 ナル出現

ハ海狽二於テ30日 前後 ナリシニ反 シ家兎二於

テハ50日 乃至之以上 ラ要 シ、從 ツテ該肉芽竈

ノ繊維化亦之二件 ツテ遅 シ。倫海狽 ノ場合二比

シ、肉芽竈内淋巴球 ノ浸潤梢 ≧優 リタレドモ之

テ生菌 ノ場合 二比 スレバ到底同日ノ談 二非ズ。

第40日 所見 二於 テ所謂上皮様細胞集籏竈 ノ中

心二、淡染壌死様竈 テ認メ、恰モ眞正結核 二於

ケル乾酪性結核二類 スルテ惟ハ シメタレドモ、

之テ連綾切片 テ以 テ追及 スルニ、前記中心壌死

様竈ハ、既 二登生 セシ白血球團 内化膿融解竈二

連績 セシモ ノーシテ、 ソノ周邊上皮様細胞竈 ハ

後者 ノ周園二蛋生 セシ肉芽竈二過ギザリキ。爾

ソノ間二多核白血球乃至核屑片屡 ≧散見セシ事

實或 ハ該集籏竈ガ眞 ノ結核結節 二見ル如ク完全

ナル結節ラ呈 セズ、淋巴球 ラ以 テ園続 セラル ・

コトナク寧 ロソノ間不規則 二散在 セルテ主 トセ
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シコ ト等 、更 二重 要 ナ ル鑑 別 鮎 ノー 部 テ占 ム可

シ。 亘 態 細 胞 ハ 海 瞑 ノ場 合 ト同様 殆 ン ド之 テ見

ズ。 白 血球 團 ハ第60日 二於 テ 完 全 二融 解 スv

ドモ、 未 グ充 分 ナル 吸 牧 、 置 換 二至 ラズ。

「マ ウ ス」二於 テ モ略 く同様 ノ経 過 テ辿 レ ドモ、

此 ノ際 反 慮 ハ前 二 者 二比 シ、 概 シテ輕 微 ニ シ テ

且早期二終焔、スル傾向アリ。帥例ヘバ多核白血

球ハ早期二崩壊、融解二陥 リ、第30日 一ハ殆 ン

ド消失ス。周邊肉芽竈 ニハ幼若繊維早期 ヨリ出

現 シ、繊維化二至ル期間最モ短 シ。亘態細胞ノ・

前二者 ヨリ更二少 ク殆 ンド全経過 二亙 リテ之テ

見ズ。血管新生、増殖ハ著明ナ リ。

第五章 考 按

抑 モ 加 熱 結 核 菌 屍 ラ 以 テ 初 メ テ ソ ノ組 織 攣 化 テ

検 索 セ シノ、〔50)Mafucci(1890)モ シ テ9彼 ノ・70度

加 熱 死 菌 グ 海 狽 皮 下 二膿 瘍 デ作 ル ヲ 認 メ タ リ.

(32)Koch(1890) ,(8ηWyssokovitsch(1890),(33)Ko-

stjurineu.Krausky等 亦 之 テ 認 メ、 殊 二Wy-

ssokoviczハ 「ラッテ 」腹 腔 内 接 種 二 依 リ肝 臓 二 上

皮 様 細 胞 、 亘 態 細 胞 及 中 性 多 核 白 血 球 ノ浸 潤 テ

有 ス ル 結 節 ノ登 現 テ 見 タ リ ト云 フ。(65)Prudden

u.Hodenpy1(1891),(66)Prudden(1891)ノ ・皮 下

二無 腐 性 膿 瘍 、 腹 膜 二 粟 粒 結 節 、 又 静 脈 内 注 入

二 依 リ肺 、 肝 二 生 菌 ラ以 テ セ ル ト大 差 ナ キ結 節

ラ謹 シ、 該 作 用 ラ 菌 膿 内 毒 素 二 蹄 シ テ 之 ガ生 膣

内 二於 テ初 メ テ 遊 離 セ ラ ル ト設 ケ リ。 此 ノ際 氏

等 ハ 乾 酪 化 ラ謹 セ ズ 。 依 リ テ 更 二本 死 菌 ラ氣 管

内 二 接 種 セ シ ニ 、 依 然 結 節 ハ 肺 臓 内 二生 ジ タ レ

ドモ 、 乾 酪 化 ハ 立 謹 シ得 ザ リ キ 。 爾 來 数 年 本 問

題 ラ続 リ テ旺 盛 ナ ル 論 雫 ガ 展 開 セ ラ レ或 ノ・静 脈

内 注 射 二 依 リ テ 肺 臓 二((78)Strausu.Gamaleia

《1891),(85)Vissman(1892),'3i)Kostenitsch

(1893),〔53)Masur(1894),(3〕Auch6u.且obbs

(1897),(38)Kelber(1901),(17Fokker,(4)Baum・

garten(1901),(16)Engelhardt(1902),(lo)Krae-

mer(1902>,(76)Sternberg(1902),(39)Klett(1912)

等)、 或 ノ・氣 管 内 注 射 二 依 リ テ 肺 臓 二((1,Abe1

(18g2),(76)Sternberg(1902))、 或 ノ・腹 腔 内 注 入

ニ ョ リ テ 大 網 、 腹 膜 乃 至 ソ ノ他 ノ腹 部 内臓 二

(㈹Gamaleia(1891),㈹Leboux-Lebardu.Gra-

ncher(1892),Sternberg(1902),Engelhardt

(1go2)等)、 或 ハ 前 房 接 種 二 依 リ テ虹 彩 二(Kost-

enitSch(1893),Sternberg(1902))、 或 ハ 蜘 蛛 膜

下 腔 注 入 二 依 リ テ拶 膜 二(Sternberg(1902)最 近

二於 テ ノ・(6)Bickford(1932))斯 カ ル加 熱 死 菌 ノ

及 ボ ス影 響 テ検 セ リ。 是 等 ノ人 々 ノ認 メ タル所

見 ノ・一培E二 於 テ相 一 致 シ、 即何 レモ上 皮 様 細 胞

性 結 節 ノ褒 現 テ立 謹 シ、ソ ノ間 亘 態 細 胞 ノ黙 在 、

又 往 々 多数 ノ白 血 球 成 分 テ是 等 ノ間 及 周 邊 二認

メ テ、該 結 節 ガ生 菌 ラ以 テ セル場 合 ノ眞 正結 核

結 節 二極 メテ相 類 スル所 見 ナ ル テ記 載 セ リ。 然

レ ドモ他 面 斯 カ ル結 節 ノ示 ス退 行 攣 性 二關 シテ

ハ 意 見 相 封 立 シ、 又 本 結 節 ノ形 成 セ ラル ・理 由

二關 シテ モ全 クー 致 テ見 ズ。 即 チ前 者 二關 シテ

ノ・Gamaleiaノ ・本 結 節 ノ 中 心=壌 死竈 テ認 メ、

之 ガ死 菌 ノ腹 腔 内接 種 時 ニ ノ ミ生 ジテ静脈 内注

入 時 二生 ぜザ ル理 由 トシ テ、 後 者 ソ場合 二於 テ

ノ・経 過 迅 速 二過 ギ テ早 期 二死 二至 ル ガ 爲 ナ リ ト

シ、 又Sternbergノ ・大jlP加 熱 死 菌 テ静 脈 内

二接 種 ヒル場 合 、 長期 生 存 動 物 二於 テ往 々肺 臓

結 節 二乾 酪 化 ノ起 ル テ認 メ、 之 ガ結 核 菌 艦 ノ特

殊 ナ ル作 用 二基 キ、 軍 ナ ル刺戟 作 用 二依 ル モ ノ

ニ非 ル鮎 テ力 設 シ、 而 シテ之 ガ謹 査 トシテ本 菌

ラ 「エ ー テル 」「アル コー ル」「ク ロ ロホ ル ム」等 二

依 リテ抽 出 セ シ場 合 ニ ハ ソ ノ残 飴 ノ菌 農 ノ示 ス

病 原 性 ガ著 シク低 下薄 弱 ト ナ ル 事 實 ラ墾 グ タ

リ。Panow(1903)ノ ・初 メ結 節 ノ中 心 二壊 死 竈 ラ

認 メテ之 ガ眞 正 結 核 二類 似 セル所 見 ナ ル テ認 メ

タ レ ドモ、後 ニ ハ該 壌 死 竈 全 ク消 退 シテ、 結締

織 ノ壇 殖 ア リ シテ唱 く・タ リ。 斯 ノ如 ク死 菌 二依

ル 結 節 二爾 壌 死 乃 至 乾 酪 化 ア リ トナ ス所 詮 二反

シテ、 上 述 多数 ノ學 者 ハ之 テ否 定 シ、 此 ノ際 生

ジ タル結 節 ハ蠣 テ繊 維 性 トナ リテ治 癒 ス可 キ モ

ノナ リ トシ、 而 シテ 例 ヘ バSternbergノ 認 メ

タ ル乾 酪 化 ノ如 キ モ、Kraemer或 ノ・Baumg一
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arten二 依 レバ寧 ロ菌 塊 乃 至培 養 基物 質 二依 ル

肺 血管 ノ栓 塞 二基 キ、決 シテ死 菌 二依 ル 作 用 二

非 ル 旨 ヲ 反 駁 セ ラ レタ リ。(3i)Kockel二 依 レバ

是 等 ノ相 違 ノ・供 試菌 ノ毒 力 及 ピ供 試 獣 ノ個 禮 差

二基 ク虎 多 シ トセ ラル。次 デ第 ニ ノ結 節 結 成 ノ

原 因 ヲ尋 ヌ ル ニ、 之 ニ モ矢 張 リニ 読 ア リ。 而 シ

テ上述 多 ク ノ學 者 ハ之 ガ 因 テ結 核 菌 膿 内 二存 ス

ル 内 毒 素 ノ作 用 二蹄 シ、 例 令 本 菌 テ加 熱 スル モ

該 毒 素 ハ依 然菌 膿 内 二残 存 シ、 若 シ之 ガ生 禮 細

胞 二接 スル ニ及 ベ バ弦 二禮 外 二遊 離 シテ病 憂 テ

惹 起 スル ニ至 ル ト唱 へ(Mafucci,Pruddenu.

且odenpy1,Strausu.Gamaleia,Masur,Abe1,

'RKrompecher
,(20)Grancheru.Martin,113)Co-

rnetソ ノ他)就 中Krompecherノ ・張 毒菌 株 ノ

加熱 死 菌 ノ ミ上記 病 攣 テ起 ス ニ反 シ、 弱 毒 菌 株

ノ夫 ハ然 ラザ ル ニ鑑 ミ之 テ以 テ本 設 ノ有 力 ナ ル

嫁 貼 テ得 タ ル モ ノ トセ リ。 而 シテ更 二Prudden

u.Hodenpyl,Panow等 ハ該 毒 素 ノ作 用 機 轄 二

言及 シテ、 之 ラchemotaxischeWirkung=・Ent

シ、Gamaleiaノ ・之 二加 ヘ テ、 本 毒 素 ノ・爾 破 壌

的 因子 テ モ含 ム モ ノ ト考 ヘ タ リ。

然 ル ニー方 二於 テノ・之 トノ・全 ク異 リテ、Kelber,

Vissman,Baumgarten,Klett等 ノ如 ク上 記

結 節 ノ形 成 ガ輩 二異物 反 庶 二過 ギ ズ、 即 加 熱 死

菌 ノ・唯 異物 トシテ作 用 セ ル ニ過 ギ ズ ト ノ見 解 テ

有 スル ー 派 ア リ。 就 中Kelberノ 如 キ ノ・之 テ

Kn6tchenkrankheitindifferenterNaturト 名

付 ケ タ リnSternbergハ 上皮 様 細 胞 、 亘 態 細 胞

ノ形 成 ノ・之 ラ異 物 反 慮 ト見倣 シ得 レ ドモ、 死 菌

二依 リテ爾 乾酪 化 テ惹起 セ シバ菌 禮 内特 殊 毒 素

二蹄 セザ ル テ得 ズ ト云 ヘ リ。 斯 ク シテ、 往 年 ノ

論 雫 ハ猫 未解 決 ノ鮎 テ残 シツ ・今 日二至 リタル

モ ノナ レ ドモ、 最 近 二 至 リテノ・ ㈹Lewisa.

Sanderson(1927),(71)Sabin,Doana.Forkner

(1930),Bickford(1932),(79)Thomas(1933),

(57)湊川(1931) ,123原 澤(1929)等 ノ研 究 ア リ。 原

澤 氏 ノ・白鼠 皮 下 二渡 邊 氏 死 結 核 免 疫 元 、 加 熱 死

菌 等 テ接 種 シ、 共 二 上皮 檬 細 胞 、 ラ氏 型 亘態 細

胞 等 テ有 スル結 核 檬 結 節 テ構 成 スル テ認 メ、 反

之 死 葡 萄 状 球 菌 ニ テノ・軍純 炎症 ヲ生 ズル ニ過 ギ

ザ ル事 實 ヨ リ推 論 シテ、 上記 病 憂 ガ全 ク結 核 菌

二特 有 ナ ル所 以 ラ提 唱 セ リ。 然 レ ドモ此 ノ際 彼

ハ乾 酪 化 テ認 メ ズ。 唯 余 ノ場 合 ト同 ジ ク白血 球

團 ノ崩 壊 、 壊 死 テ認 メ タル ノ ミニ シテ、 省 ソ ノ

後 ノ経 過 モ全 ク余 ノ場 合 ト本 質 的 二相 類 セ リ.

而 シテ死 結 核 菌 ノ場 合 ハ渡 邊 免 疫 元 ヨ リ急 性 炎

症 強 ク、 結 節 ノ持 緬 モ長 ケ レ ドモ、 共 二繊 維 化

シ テ癩 痕 治 癒 二至 ル ト云 フ。

'2,R]糸川 氏(1927)ノ ・加 熱 結核 菌屍 テ皮 下 二皮 嚢 ヲ

作 リテ播 入 シ、同 ジ ク結 核 様 組 織 ノ登 現 ラ認 メ、

之 ガ乾 酪 化 二陥 ル事 ナ ク、8乃 至9週 ニ シテ全

ク繊 維 化 シテ癩 痕 治 癒 二赴 ク ラ認 メ タ リ。 而 シ

テ ソ ノ経 過 ハ本 質 的 二全 ク余 ノ場 合 二相 等 シ。

2」伊 藤 氏(1927)ノ ・新
、 蕪 「ツベ ル ク リ ン」「A.0。」

テ家 兎 静 脈 内 二注 入 シテ、 肺 臓 二血 管 周 園 小 圓

形 細 胞 浸 潤 起 リ、 之 ガ次 第 二限 局 性 トナ ル ニ從

ヒ、 白血 求ハ 消退 シテ、 淋 巴様 細胞 集 團 トナ リ

中心 部 二上皮 様細 胞 、 亘 態 細胞 等 出 現 シテ結 核

性 結 節 テ形 成 スル テ見 タ リ。 而 モ此 ノ際 多少 二

不 拘 滲 出性 病 攣 ノ件 フコ トヨ リ氏 ハ之 ラ結 核 菌

毒 素 ノ作 用 二蹄 シ、 之 二反 シ結 節 形 成 ノ如 キ壇

殖 性 反 慮 テ 目 シテ菌 膿 ノ異 物 刺戟 二基 クモ ノ ト

セ リ。

要 之 、 加熱 結核 死 菌 二依 リテ、 結 核 様 肉 芽 ノ登

生 アル ノ、諸 家 ノ齊 シク認 ム ル所 ナ レ ドモ 、 之 テ

結 核 二特 二關聯 セ シム可 キ ヤ否 ヤ、 印、 結 核 菌

毒 素 ノ作 用 ト見 ル可 キ ヤ、 異 物 反 慮 ト解 ス可 キ

ヤ ノ黙 二於 テ意 見封 立 スル庭 トナ レル モ ノー シ

テ、 乾 酪 竈 ノ出 現 ハ多 撒 ノ學 者 之 テ否 定 セ リ。

翻 ツ テ余 ノ成 績 ラ通 寛 スル ニ、 加 熱 死 菌 ノ皮 下

注 射 二依 リテ、多 核 白 血球 ノ著 シキ集 籏 テ來 シ、

膿 瘍 様 竈 ノ形 成 ヲ見 タル ノ・前 記Koch,Prudden

a.且odenpyl,Strausa.Gamaleia,Panow,

Engelhardt湊 川 等 ノ基礎 的 實 験 ト相 一致 シ、

而 シテ ソ ノ周 邊 肉芽 竈 二所 謂 上 皮檬 細胞 性 結核

様 結 節 乃 至 肉 芽組 織 ノ登 現 ラ認 メ タル へ 場 所 、

臓 器 コ ソ異 レ、 之 亦 上 述 多数 諸 家 ノ所 見 ト異 ナ

ラズ。 然 レ ドモ斯 ノ如 キ結 核 様 組 織 攣 化 ガ果 シ
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テ之 ガ全 ク生菌 ノ場合 ト異ナルコ トナキヤ、否

ヤテ検 スノL二、 ソノ間著 シキ差異有ルテ看過ス

ル能 ハズ。即チ生菌 ノ場合二於 テノ・常 二白血球

成分 ノ著 シキ新生、遊出 アリテ縄ユル コトナ久

肉芽竈ハ之ガ爲著 シク複雑多様 ナル所見ヲ呈 セ

ルニ反 シ、加熱死菌 ノ場合二於テノ・一度 ビ之二

蝟集 セシ白血球 ノ崩壌 シテ、掃盈、食燧 セラル

ルニ及ベバ、爾後 ハ全 ク該成分 ノ浸潤、新生 ラ

見ルコ トナク、從 ツテ病竈ノ、極 メテ軍純 ニシテ

美麗 ナル上皮様細胞或ノ・軍核細胞 ノ排列 テ見ル

ニ過 ギズ。而 モ此 ノ際後者二於 テハ甚 シキ血管

新生乃至増殖像テ見ルニ反 シ、生菌注射 ノ場合

ニノ・殆 ンド之テ見ルコト無 シ。更 二又、雨者病

攣 ノ経過ラ比 スルニ於 テハ、加熱死菌二依ル上

記結核様組 織 ガ漸次全 ク繊維化 二赴 クノ毫ニ

テ、如何ナル場合 ト錐 モ壌死竈 ノ出現無 キニ反

シ、生菌 ノ場合二於 テノ、肉芽竈内各所 二墨々 ト

シテ相連ル乾酪竈 ノ登現 アリ、而モ既 二生ジタ

ル白血球竈ノ・荏再吸牧二赴 クコト紗 シ。即チ余

ガ認 メタル加熱死菌二基 ク上記結核様結節 ハ眞

ノ結核 二非ズシテ寧 ロ異物反慮 二非ザルヤ甚ダ

疑ナキ能ハザル結論二到達 スルニ至 レリ。素 ヨ

リ此 ノ際加熱死菌毒素 ト錐モ、生菌 ノ組織 内二

檜殖 シテ之 テ遊離 スルニ比 スレバ到底同 日ノ談

二非ズ、從 ツテソノ組織反慮 モ生菌 二劣 ルコト

数等ナル可キノ・自 ラ明カーシテ、斯 力π結 論 テ

断定 スルノ・早計ナ レドモ、少 クトモ余 ノ得 タル

所見二於 テ之 ガ假令結核様 肉芽組織二類 スル ト

ハ云 へ、偶々其塵 二出現スル結節様集籏竈ノ・大

小不同、形状極 メテ不規則ニシテ、斯ノ・唯該組

織繊維化ノ途次、之二随件偶叢 セシモ ノニ過 ギ

ザルノ感 アリ。又、 ソノ間多数 ノ血管新生、檜

殖 テ認 メ、且決 シテ乾酪化ナキコ ト、亘態細胞

ノ出現少 ク、殊 二淋巴球 ノ遊出極 メテ輕度 ニシ

テ而 モ眞正結核二於 ケル如 キー定 ノ配列状態ナ

キコト等 ヨリ親察 セバ、上記病慶 ガ眞二結核菌

二特有 ナル毒素二基 クヤ否ヤ、甚ダ疑ハザルテ

得 ズ。即チ余 ハMafucci以 下、斯カル病攣 テ

以 テ菌盟 内毒素 二基 ク特別 ノ反磨 ト見倣 セル諸

學 者 二相 反 スル モ ノ ニ シテ、 殊 二Krompecher

ノ如 キ加 熱 以 前 ノ菌 毒 力 ノ差 二依 リ病 攣 ノ出現

二差 違 アル ラ以 テ、 本 毒 素 読 ノ論 縁 トナ スガ如

キ ハ、 余 ラ以 テ之 ラ 見 ル ニ、 ソ ノ間 一抹 ノ疑 義

ナ キ能 ハ ズ。

湊 川 氏 ハ加熱 死 菌 二依 ル病 攣 ノ因 子 二、 二種 ア

リテ、 菌 禮 内毒 素 ノ作 用及 菌 ノ異 物 作 用 ノ雨 者

ラ基 ゲ、 加 熱 死 菌 ノ場 合 二於 テ ノ・生 菌 ノ場 合 ト

異 リテ雨 作 用 ノ持 綾 テ 見 ズ、 就 中毒 作 用 ノ・唯 ソ

ノ注 射 當 時 ニ ノ ミ限 ラ レ、 躯iテノ・異 物 刺 戟 ノ ミ

存 綾 ス可 キ モ ノ ト見 倣 シ、 余 ノ認 メ タ ル ト同様

ナ ル所 見 ラ詮 明 スル ニ 當 リテ、 加 熱 死 菌 二依 ル

組 織 攣 化 ノ像 ノ・從 ツ テ當 初 二於 テ最 モ張 ク生 菌

ノ夫 ト相 類 ス レ ドモ夫 ヨ リ以後 ノ・後 者 ガ漸 次 細

胞 攣 性 、 壌 死 著 明 トナ ル ニ反 シテ、 前 者 ニノ・此

ノ獲 化 ナ 久 漸 次 組 織 ノ受 クル 毒 素 二依 ル障 碍

作 用 ノ減 弱 スル ト共 二増 殖 性 機 轄 ノ撞 頭 ラ來 シ

テ、 結 締 織 化 二移 行 ス可 キ モ ノ ト樗 セ リ.然 レ

ドモ氏 ノ・此 ノ際 何 レ ノ部 分 ニ モ壌 死 性 攣 化 ラ認

メ ズ。 而 シテ白 血 球 性 竈 出現 ノ程 度 モ生 菌 ノ場

合 二比 シ甚 グ輕 度 ニ シテ、 且 白血 球 ノnjll生モ僅

カ ニ類 壊 死 ノ程 度 二止 リ、 ソ ノ間 大 ナル逞 庭 ア

ル テ認 メ タ リ。 余 ノ場 合 二於 テへ 然 レ ドモ生 、

死 菌何 レテ以 テ スル モ、 其 塵 二生 ジタル 白 血球

竈 出 現 ノ程 度 ニ ノ・差 異 ナ ク、 且 ソ ノ崩 壊 ハ加熱

死 菌 二於 テ モ常 二高 度 二認 メ ラ レ、 核 濃 染 ヨ リ

断 裂 、 破 壌 二至 ル迄 各 種 ノ退 行 攣 性 テ示 セ リ。

此 ノ際 素 ヨ リ考 フ可 キノ・斯 カル 相 異 ガ菌 量 二基

ク塵 多 カル可 キ コ トニ シ テ、 殊 二氏 ノ唱 フル如

久 初 期 攣 化 ガ 菌 膿 内毒 素 二 基 クモ ノ トセバ

盆 々菌 量 ノ相 違 ガ重 大 ナ ル意 義 ラ有 ス可 キ理 ナ

リ。然 ル ニ余 ノ用 ヒ タル菌 量 ノ・2醒 一 シテ、氏 ノ

夫 ハ 大 約10竜 ト構 セ ラル。 之 ヨ リセバ 余 ノ・遙

二少 量 ノ菌 膿 内 毒 素 テ以 テ遙 カニ張 キ病 攣(白

血 球 崩 壊 、壊 死 イ意 味 二於 ケル)テ 認 メ タル コ ト

トナ リテ、 聯 力奇 異 ナル感 ナ キ能 ハ ザ ル ナ リ。

(79)Thomas(1933)ノ ・加熱 死 菌 テ家 兎静 脈 内 二注

入 スル ニ、 初 期 ニノ・多 核 白血 球 、 軍 核 細 胞 、 上

皮 様 細 胞 等 二浸 潤 セ ラ レ タル旗 汎 性 肺 炎像 テ示
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セ ドモ、 漸 次 多核 白血 球 ノ減 少 浦 失 ト共 二上 皮

檬 細 胞 増 殖 シテ、2月 後 ニハ 多撒 ノ孤 立 性 結 核

生 ジ、 而 モ ソ ノー 部 ハ 中 心輕 度 ノ乾 酪 化 二陥 リ

少 藪 ノ多核 白 血球 混 在 セ ル ヲ認 メ タ リ。 即 、 加

熱 死 菌 二依 ル細 胞 遊 出及 吸牧 ノ経 過 ハ 生 菌 ノ場

合 ト全 ク同様 ナ レ ドモ、 唯 前 者 ノ病 髪 ガ著 シ ク

軍 調 ニ シテ、 何 レ ノ結 節 モ殆 ン ド相 等 シキ状 態

ヲ示 セル ニ反 シ、 後 者 ノ・病攣 甚 グ複 雑 多岐 二亙

リ、 新 茜交 々 ノ結 節 テ示 ス貼 二於 テ雨 者 相 異 ル

ト云 ヘ リ。 余 ノ場 合 二於 テ モ、 死 菌 ニ ヨル結 節

ノ軍純 ナ ル ニ反 シ生 菌 ノ夫 ノ・極 メ テ複 雑 ナ ル テ

認 メ、 氏 ノ説 ハ 牛 バ 肯 定 シ得 タ レ ドモ、 乾 酪 化

ノ黙 二於 テノ・全 ク相 反 ス。

㈹Lewisa .Sanderson(1927)ノ ・60度 、1時 間

加熱 死 菌 静脈 内注 射 ニ ヨ リ、 同 ジ ク家 兎 テ シテ

生 菌 ノ場 合 ト異 ラザ ル高 度 ノ間 質 性 肺 炎 二罹 患

セ シメ タ レ ドモ、ソ ノ際 定型 的結 節 ノ・謹 シ得 ズ。

而 シテ氏 等 ハ 死 菌 ノ場 合 二生 ズ ル多 核 白血 球 ノ

遊 出 ガ生菌 ノ場 合 ヨ リ輕 度 ナ ル黙 ラ指 摘 シテ、

本細 胞 ガ盟 二異物 反 慮 トシテ ノ ミ生 ジ タル モ ノ

ニ非 ズ シテ明 カ ニ生物 二封 スルー 反 慮 テ示 スモ

ノナ リ ト強 調 シ、 且 之 ハ輩 核 細 胞 乃 至 結 節 内 二

隔 離 、包 埋 セ ラ レ タル結 核 菌 二封 スル ニ非 ズ シ

テ、寧 ロ遊 離 ノ結 核 菌 二封 シテ反 磨 スル モ ノ ト

推 論 セ リ。余 ノ實 験 二於 テ モ常 二多 核 白血球 ガ、

生 、 死 菌 テ問 ノ・ズ、 最 モ早 期 二反 慮 シ、 之 ガ食

燧 二向 フ テ認 メ タル ラ以 テ、 此 ノ鮎 ヨ リ シテハ

氏 等 ト同 ジ ク、 軍核 細 胞 以 外 二爾 多核 白血 球 ノ

結 核 菌 二封 スル重 要 性 テ認 容 シ得 ル モ ノナ レ ド

モ、 唯 此 ノ際 本 細 胞 ガ軍 二游 離 菌 ノ ミニ反慮 ス

ル モ ノナ リヤ否 ヤ ニ 關 シ テハ断 定 ヲ下 シ得 ズ。

蓋 シ余 ノ標 本 二於 テ、 輩 核 細 胞 間 二屡 ヒ多数 ノ

菌 貧 喰 多 核 白血 球 テ認 メ タ レ ドモ、 之 ガ果 シテ

遊 離 菌 テ囁 取 セ シ後 此 ノ部 二、 遊 走 シ來 リタル

モ ノナ リ ヤ或 ハ軍 核 細胞 間 二遊 走後 初 メ テ此 ノ

部 二於 テ所 謂 隔離 菌 ラ貧 喰 セ シモ ノナ リヤ否 ヤ

匠 別 スル能 ハ ザ ル テ以 テ ナ リ。

上 記 ノ如 ク余 ノ・肉芽 竈 内、 即 チ所 謂 結 核 様 組 織

内 ニ ハ何 塵 二於 テ モ壌 死竈 テ認 メ得 ザ レ ドモ、

反 之 ソノ内部 白血 球 竈 ニ ノ・旺 盛 ナ ル細 胞 壌 死 ア

リテ、 屡kソ ノ極 該 竈 内 二同 質 性淡 染 竈 ノ出i現

テ認 メ タ リ。 果 シテ之 ガ 竹 内、 湊 川 、Medlar

等 ノ設 ク如 キ 「膿 瘍 様 竈 ノ・乾 酪 化 ノ前 提 ラナ ス」

テ フ所 設 二該 當 スル モ ノ トセ バ、 余 ノ・實 二乾 酪

化 テ認 メ タル コ ト トナル モ ノニ シテ、 上 述 セル

庭 ト全 ク相 反 スル結 論 二到 達 スル ノ止 ム ナ キ ニ

至 ラザ ル テ得 ズ。 然 レ ドモ、 既 二述 ベ タル ガ如

久 生 菌 ノ場 合 ニノ・常 二此 ノ白血 球竈 ノ周 邊 肉

芽 竈 二壊 死 テ認 メ タル ニ反 シ、死 菌 ノ場 合 ニハ

ソ ノ片 鱗 ダ ニ無 シ。 即 チ余 ノ・此 ノ肉芽 竈 内壌 死

テ 目標 トシ、 乾酪 化 ノ有無 二就 テ ノ・之 ラ該 部 壌

死 ノ存 否 テ以 テ論 ゼ ン ト欲 スル モ ノニ シテ、 白

血球 竈 ノ如 キノ・唯 異物 二封 スル 膿瘍 二過 ギ ズ、

敢 テ結 核 菌 ラ挨 タズ トモ、 他 ノ何 物 二依 リテ モ

生 ズ ル モ ノ ト解 シ、 此 ノ部 二起 ル細 胞壌 死 二封

シ、 然 カ ク特 別 ナ ル解 澤 ラ與 フル ニノ、1柳力躊 躇
　

テ感 ズ ル能 ハ ザ ル モ ノナ リ。 湊 川 氏 等 ノ・ 「最 初

散 在 性 二膿 瘍 様 竈 内 ニ ア リ タル結 核 菌 盟 ノ・乾 酪

化 二移 行 スル ニ從 ヒテ凝 集 ス ト唱 フ レ ドモ、 余

ノ・斯 カル所 見 二接 セズ、 寧 ロ膿 瘍 ノ成 育 進 走タ

ル淡 染 壊 死 竈 ニノ・殆 ン ド菌 盟 テ謹 スル能 ノ・ザ リ

シナ リ。 即 之 ヨ リスル モ上記 膿 瘍 様竈 ガ乾 酪 化

ト關聯 スル ガ如 ク ニノ・推 論 シ得 ズ 。 伺 本 問 題 二

關 シテハ更 二後 章 二論 ズ ル虎 アル 可 シ。

亘 態 細胞 ハ 余 ノ場 合 一 般 二i妙 久 僅 二15日 所

見 二而 モ少 敷 二之 ラ認 メ タル ノ ミニ シテ、Pru-

dden,Vissman,Masur等 トー 致 セ リ.生 菌

ノ場 合 二於 テ モ第15日 目 二 少 撒 得 タル ノ ミニ

シテ、 此 ノ際 雨 者 出現 期 テ等 シク セル ハ寧 ロ偶

登 事 二属 ス可 キ モ ノ ト思 惟 セ ラル 。 「7iSabin,

Doana.Forkner二 依 レバ 加熱 死 菌 ノ量 ト結

核 様 結 節 ノ登 現 度1或 ノ・撒)ト ノ・相 卒 行 スル モ ノ

ノ如 クニ シテ、 彼 等 ハ之 テ以 テ死 菌 ノ特 殊 作 用

(結節 形 成 力)二 蹄 セ ドモ、 余 テ以 テ之 テ見 レバ

斯 ノ如 キ ノ・寧 ロ異 物 多 キ ガ爲 二生 ジタ ル モ ノ ト

考 察 セ ラル。(6)Bickford(1932>ノ ・加 熱 結 核 死 菌

テ家 兎蜘 蛛 膜 下 腔 二注 入 セル 場 合 、 最 モ早 期 二

反 慮 スル ノ・上 皮様 細 胞 ナ リ ト云 ヘ リ。 斯 ノ・余 ノ
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場 合 、 多 核 白 血球 ノ先 駈 セ シ所 見 ト相 反 ス レ ド

モ 、 或 ハ之 ガ臓 器 ノ相 違 二基 因 スル モ ノナル ヤ

モ 計 ラツ ズ。 即 チ余 ハ 之 二 關 シテノ・批 判 テ下 ス

能 ハ ザ ル ナ リ。

(58)中村 、 新 井(1930)ノ ・人 型 結核 加熱 死 菌 ラ海 狽

皮 下 、 腹 腔 内 二注 入 シ、 ソ ノ生 菌 ト ノ差 違 二關

シテ(1)血 管 多敷 二存 シ、(2)多 核 白血 球 各所

二 混 在 シ、(3)結 締 織 母 細 胞 多 ク、.(4)肉 眼 的

二乾 酪 竈 ト見 エ シモ ノノ、膿 瘍 二過 ギ ズ、 該 肉芽

組 織 ノ・決 シテ酪 憂 セズ、(5)膿 瘍 ヲ園 続 スル 肉

芽 組 織 ハ上 皮 様 細 胞 ラ 圭 艦 トナ ス コ ト稀 ニ シ

テ、寧 ロ 圓形 細 胞 多 ク、 而 モ前 者 タ リ トモ眞 ノ

集 團 テ作 リテ結 核 様 結 節 テ作 ル コ ト極 メ テ稀 有

二属 ス等 殆 ン ド余 ノ上 記 セ シ虚 二異 ラザ ル諸 鮎

テ爆 ゲ タ リ。 就 中(5)… 關 シテ ハ氏 等 ノ・B・C・

G.ト ノ相 違1ト ナ シ更 二結 締 織 化 ノ傾 向結 核 死

菌 二顯 著 ナル テ第2ノ 相 違 トセ リ.斯 ノ如 キ ニ

不 拘 、 氏 等 ノ・筒 加 熱 死 菌 ノ病 攣 二封 シ結 核 ト特

殊 ナ ル關 聯 性 テ以 テ解 繹 セル ガ如 キ ニ シテ、 一

方B.C.G.死 菌 ハ 強 毒 結 核 菌 死 菌 二比 シ、 反

慮 遙 二弱 シ ト記 載 ス レ ドモ、 ソ ノ 際 前 者 ハ5-

10mg後 者 ノ・10-20mgト セ ラル ラ見 レバ 、 之

テ毒 素 ノ作 用 ト解 スル ヨ リノ・、寧 ロ異 物 トシテ

ノ量 多 キ 爲 ト思 考 セ ラ レ、 而 シテ氏 等 ガ腹 腔 内

二加 熱 死 菌20睡 注 入後 大 網 一 生 ジタル結 節 ノ

記 載 ハ余 テ以 テ之 テ見 ル ニ、 全 ク融 解 膿 瘍 ラ園

続 セル 多 血管 性 膿 瘍 膜(結 締 織 母 細 胞 ト白血 球

ヨ リ成 ル ト記 サ ル)二 過 ギ ザ ル テ以 テ、 此 ノ感

盆 々深 キ テ畳 ユ ル ナ リ。

第六章 結 論

〈1ノ人 型 結 核 生 菌 テ皮 下 接 種 セ シ局 所 反 慮 ノ、海

狸 二於 テハ常 二進 行 性 ニ シテ浸 出 性 機轄 強 ク、

家 兎 ノ・比 較 的 限 局性 ニ シテ克 ク繊 維 性 二包 裏 セ

ラ レ、 「マ ウ ス」二於 テ ノ・4吃酪 化 二陥 ル コ トナ ク

増 殖 性 機 轄 テ圭 トナ シ病 竈 ノ・克 ク包 裏 セ ラ レテ

排 出或 ハ繊 維 性 治 癒 二至 ル。

(2)加 熱 死結 核 菌 ノ皮 下接 種 部 病 攣 ノ・1磁冥、 家

兎 、 「マ ウ ス」共 二本 質 的 二軌 テー ニ シ、反 磨iノ

遅 速 二關 シテ ハ 「マ ウ ス」、 海 狽 、 家 兎 ノ順 二遅

ク先 天免 疫 度 ト卒 行 セズ。

(3)加 熱 死 結 核 菌 二依 ル反 癒 ノ・特 殊 結 核 菌 毒 素

二基 クモ ノニ非…ル ガ如 シ。

(附圖、文獣後掲)




